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1.  平成24年5月期第2四半期の連結業績（平成23年6月1日～平成23年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年5月期第2四半期 28,092 4.0 64 16.4 204 24.4 73 △17.0
23年5月期第2四半期 27,005 △3.9 55 △63.1 164 △42.5 88 △48.8

（注）包括利益 24年5月期第2四半期 20,544百万円 （△74.0％） 23年5月期第2四半期 79,029百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年5月期第2四半期 6.86 ―
23年5月期第2四半期 8.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年5月期第2四半期 26,839 10,323 38.5
23年5月期 26,787 10,399 38.8
（参考） 自己資本   24年5月期第2四半期  10,323百万円 23年5月期  10,399百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年5月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
24年5月期 ― 0.00
24年5月期（予想） ― 9.00 9.00

3.  平成24年5月期の連結業績予想（平成23年6月1日～平成24年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,372 4.8 407 253.9 623 83.8 342 96.6 32.02



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きが実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年5月期2Q 10,701,600 株 23年5月期 10,701,600 株
② 期末自己株式数 24年5月期2Q 14,147 株 23年5月期 12,949 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年5月期2Q 10,688,021 株 23年5月期2Q 10,689,620 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の医薬品卸業界は、平成22年４月に施行された薬価基準改定(平均5.75％引下げ(長期

収載品の追加引下げを含め平均6.5％引下げ))の２年目であり、販売価格の低下は若干落ち着いたものの、その傾

向は依然として続き、引き続き厳しい環境となりました。しかしながら、大型新薬の発売や高齢化の伸展に伴う生

活習慣病予防関連薬の需要拡大等もあり、総市場は順調に推移したものと思われます。 

 このような環境の中、当連結会計年度は、新中期３年計画(TOKIWA EFFECTIVE ACTION PLAN 66・略称ＴＥＡＰ

66)の２年目であり、当期を要の事業年度として位置づけ、ＴＥＡＰ66の達成に向けて推進を強化してまいりまし

た。また、当期を「営業改革元年」、「第２次物流改革」と位置づけ、５つのプロジェクトチームと、各々の組織

を強力にコミットさせ、ＭＳ(マーケティング・スペシャリスト、医薬品卸営業担当者)力、ＬＳ(ロジスティック

(物流)・システム)力、ＣＳ(カスタマー・サービス)力を強化、並びに再構築することで、社内外のビジネスモデ

ルの改革に取り組んでまいりました。 

 具体的には、営業面では、ＭＳの営業の量を増やすため、新たなシステムを構築し、営業内勤業務の効率化を図

るとともに、営業の質を高めるため、当社独自の営業プロセスの管理システムを導入しました。物流面では、「お

得意先目線」、「営業担当者目線」で品切れのない本社集中物流システムに再構築すべく、その推進を強化してま

いりました。 

 営業戦略としては、医療用医薬品の山口県内の市場シェアを高めることを目的とした各種施策の推進を強化する

とともに、大型新製品販売への注力、フィービジネスへの積極的な取り組み、また、一方では、木目細かな価格管

理を強化してまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高280億92百万円(前年同四半期比4.0％増)、営業利益64百

万円(前年同四半期比15.6％増)、経常利益２億４百万円(前年同四半期比24.7％増)となりましたが、投資有価証券

評価損を特別損失(26百万円)に計上したこともあり、四半期純利益は73百万円(前年同四半期比17.5％減)となりま

した。 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
新中期３年計画  

 
   

ＴＥＡＰ66（TOKIWA EFFECTIVE ACTION PLAN 66） 

― 実行・実現・感動 ― 

社員一人一人が各自のＴＥＡＰを実行し、実現し、感動できる会社を目指す。 

１ 第60期事業年度に単体売上高600億円、営業利益６億円の達成 

２ 医療用医薬品山口県シェアの拡大 

３ 業務の再構築による全社生産性のアップ 

４ プロジェクトチームによる業務改革の推進 

５ 物流の一層のレベルアップ 

６ 利益管理、リスク管理の徹底 

７ 評価制度、教育体系の再構築 
   



 セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

 ① 医薬品等卸売事業 

(売上高) 

 医療用医薬品については、平成22年４月に施行された薬価基準改定(平均5.75％引下げ(長期収載品の追加引下

げを含め平均6.5％引下げ))の影響や、診療報酬改定(ジェネリック(後発品)の量的な使用促進制度の施行)によ

る長期収載品市場の縮小等の影響はありましたが、大型新製品への取り組みを強化したことに加え、山口県シェ

ア拡大を目的とした各種営業施策を強力に推進した結果、売上高は242億16百万円(前年同四半期比4.7％増)とな

りました。 

 一般用医薬品については、ローカルチェーンドラッグストアや地域量販店にターゲットを絞り込み、独自のユ

ーザーサポート体制を充実するなどの地域密着型の営業展開を強化しましたが、ナショナルチェーンドラッグス

トアの市場占拠率の高まり等による一般薬店市場の更なる縮小等により、売上高は８億82百万円(前年同四半期

比7.6％減)となりました。 

 医療器械・用具、試薬については、提案型営業により、大型医療器械や付加価値の高い高度医療器械への切替

えを強力に推進するとともに、開業医市場への取り組みを一層強化した結果、売上高は28億85百万円(前年同四

半期比1.8％増)となりました。 

 以上の結果、売上高は279億84百万円(前年同四半期比4.0％増)となりました。 

(セグメント利益) 

 大型新製品販売、企画販売への取組強化、フィービジネスの拡大に強力に取り組んだ結果、セグメント利益は

54百万円(前年同四半期比21.4％増)となりました。 

 ② ゴルフ場関連事業 

 レストラン部門の充実、インターネットでの集客等により、来場者数が前年同四半期に比べ増加したことによ

り、売上高は85百万円(前年同四半期比21.7％増)となり、セグメント利益は７百万円(前年同四半期比23.3％増)と

なりました。 

 ③ その他事業 

 白蟻駆除の施工件数が前年同期に比べ増加したことにより、売上高は22百万円(前年同四半期比8.4％増)となり

ましたが、販管費の増加により、セグメント利益は２百万円(前年同四半期比48.1％減)となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 (資産) 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ51百万円増加し、268億39百万円と

なりました。これは主に、「投資有価証券」が１億22百万円減少したことなどにより、固定資産合計は１億９百

万円減少しましたが、流動資産において、「現金及び預金」は３億73百万円減少しましたが、「受取手形及び売

掛金」が５億69百万円増加したことなどにより、流動資産合計が１億60百万円増加したことによるものでありま

す。 

 (負債) 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億27百万円増加し、165億15百万

円となりました。これは主に、「退職給付引当金」が１億28百万円、「役員退職慰労引当金」が89百万円、各々

減少したことなどにより、固定負債合計は１億82百万円減少しましたが、流動負債において、「賞与引当金」は

１億26百万円減少しましたが、「支払手形及び買掛金」が２億61百万円、「その他流動負債」が１億65百万円、

各々増加したことなどにより、流動負債合計が３億９百万円増加したことによるものであります。 

 (純資産) 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ76百万円減少し、103億23百万円

となりました。これは主に、四半期純利益による増加はありましたが、配当金の支払いにより、株主資本合計が

23百万円減少したことと、その他の包括利益累計額のその他有価証券評価差額金が52百万円減少したことによる

ものであります。 



 (キャッシュ・フローの状況) 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末と比較

して３億74百万円減少し、32億80百万円(前年同四半期比３億98百万円減)となりました。当第２四半期連結累計

期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

  営業活動に使用した資金は、２億２百万円(前年同四半期は２億77百万円の使用)となりました。これは主とし

て、仕入債務の増加額が２億61百万円(前年同四半期は１億92百万円の減少額)、法人税等の還付額が90百万円と

なったものの、売上債権の増加額が５億69百万円(前年同四半期は２億６百万円の増加額）となったことによるも

のであります。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動に使用した資金は、75百万円(前年同四半期は78百万円の使用)となりました。これは主として、有形

固定資産の取得による支出が32百万円(前年同四半期は31百万円の支出)、無形固定資産の取得による支出が40百

万円(前年同四半期は45百万円の支出)となったことによるものであります。 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動に使用した資金は、96百万円(前年同四半期は１億８百万円の使用)となりました。これは主として、

配当金の支払額が95百万円(前年同四半期は95百万円の支払額)となったことによるものであります。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年７月14日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年５月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,772,954 3,399,034

受取手形及び売掛金 12,037,522 12,607,425

有価証券 12,218 11,810

商品 3,055,059 3,045,892

繰延税金資産 105,654 113,864

その他 842,444 809,375

貸倒引当金 △2,445 △3,135

流動資産合計 19,823,409 19,984,267

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 707,810 695,669

土地 1,748,415 1,748,415

その他（純額） 99,338 93,232

有形固定資産合計 2,555,564 2,537,318

無形固定資産 130,567 159,765

投資その他の資産   

投資有価証券 4,010,807 3,887,959

その他 272,344 275,035

貸倒引当金 △4,878 △4,878

投資その他の資産合計 4,278,273 4,158,116

固定資産合計 6,964,405 6,855,199

資産合計 26,787,815 26,839,467



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年５月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,695,311 13,957,072

未払法人税等 9,522 17,173

賞与引当金 129,061 2,872

返品調整引当金 14,300 15,400

その他 189,808 355,444

流動負債合計 14,038,003 14,347,961

固定負債   

退職給付引当金 283,411 154,817

役員退職慰労引当金 161,772 71,890

受入保証金 718,346 694,146

繰延税金負債 1,183,773 1,244,166

その他 2,580 2,580

固定負債合計 2,349,884 2,167,601

負債合計 16,387,887 16,515,563

純資産の部   

株主資本   

資本金 607,770 607,770

資本剰余金 588,015 588,015

利益剰余金 7,194,451 7,171,559

自己株式 △3,734 △4,105

株主資本合計 8,386,502 8,363,239

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,013,425 1,960,664

その他の包括利益累計額合計 2,013,425 1,960,664

純資産合計 10,399,927 10,323,903

負債純資産合計 26,787,815 26,839,467



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 27,005,375 28,092,986

売上原価 25,086,287 26,078,547

売上総利益 1,919,087 2,014,438

返品調整引当金戻入額 14,500 14,300

返品調整引当金繰入額 18,500 15,400

差引売上総利益 1,915,087 2,013,338

販売費及び一般管理費 1,859,385 1,948,966

営業利益 55,702 64,371

営業外収益   

受取利息 2,048 667

受取配当金 24,444 52,958

受取手数料 71,766 75,393

その他 26,525 21,156

営業外収益合計 124,785 150,176

営業外費用   

支払利息 53 －

投資有価証券評価損 15,280 9,680

為替差損 1,061 415

その他 78 0

営業外費用合計 16,474 10,096

経常利益 164,014 204,452

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失   

固定資産除却損 739 569

投資有価証券評価損 － 25,871

特別損失合計 739 26,440

税金等調整前四半期純利益 163,277 178,011

法人税、住民税及び事業税 220,227 15,247

法人税等調整額 △145,752 89,457

法人税等合計 74,475 104,705

少数株主損益調整前四半期純利益 88,802 73,305

四半期純利益 88,802 73,305



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 88,802 73,305

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9,773 △52,760

その他の包括利益合計 △9,773 △52,760

四半期包括利益 79,029 20,544

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 79,029 20,544



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 163,277 178,011

減価償却費 58,060 60,494

貸倒引当金の増減額（△は減少） 141 689

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,006 △128,593

その他の引当金の増減額（△は減少） △138,961 △214,970

受取利息及び受取配当金 △26,493 △53,625

支払利息 53 －

為替差損益（△は益） 1,061 415

投資有価証券評価損益（△は益） 15,280 35,551

固定資産除却損 739 569

売上債権の増減額（△は増加） △206,505 △569,902

たな卸資産の増減額（△は増加） 315,244 9,166

仕入債務の増減額（△は減少） △192,503 261,760

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,279 26,805

その他 20,767 57,787

小計 31,449 △335,840

利息及び配当金の受取額 26,652 53,632

利息の支払額 △53 －

法人税等の支払額 △335,064 △10,283

法人税等の還付額 － 90,245

営業活動によるキャッシュ・フロー △277,016 △202,246

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △31,484 △32,481

無形固定資産の取得による支出 △45,086 △40,883

投資有価証券の取得による支出 △2,670 △2,737

短期貸付けによる支出 △27,086 △26,548

短期貸付金の回収による収入 27,086 26,548

長期貸付けによる支出 △238 －

長期貸付金の回収による収入 574 183

その他 378 418

投資活動によるキャッシュ・フロー △78,525 △75,500

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △236 △370

配当金の支払額 △95,817 △95,795

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △12,630 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △108,684 △96,166

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,061 △415

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △465,287 △374,328

現金及び現金同等物の期首残高 4,144,333 3,655,173

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,679,046 3,280,844



 該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年６月１日 至 平成22年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

 （注）１ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年６月１日 至 平成23年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

 （注）１ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

医薬品等 
卸売事業 

ゴルフ場 
関連事業 

その他事業 計 

売上高      

外部顧客への売上高  26,914,008  70,610  20,756  27,005,375  ―  27,005,375

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 4,553  212  69  4,834  △4,834  ―

計  26,918,561  70,822  20,825  27,010,209  △4,834  27,005,375

セグメント利益  44,620  5,784  4,666  55,072  630  55,702

  

報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

医薬品等 
卸売事業 

ゴルフ場 
関連事業 

その他事業 計 

売上高      

外部顧客への売上高  27,984,557  85,924  22,503  28,092,986  ―  28,092,986

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 3,720  112  112  3,944  △3,944  ―

計  27,988,277  86,037  22,615  28,096,931  △3,944  28,092,986

セグメント利益  54,187  7,133  2,421  63,741  630  64,371



 該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成23年９月１日 
至 平成23年11月30日） 

 (退職給付制度の移行) 

当社は、退職給付制度として、退職一時金制度及び適格退職年金制度を採用しておりましたが、平成23年12月１日に

退職一時金制度及び確定拠出型年金制度へ移行いたしました。 

 この移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基準適用指針第１号)

を適用する予定であります。 

 なお、本制度移行に伴う影響額については、現在算定中でありますが、その影響は軽微なものと見込んでおります。
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